
第１４２３回例会 ８月１８日（金）クラブフォーラム(増強)  琴平会館 

第１４２４回例会 ８月２５日（金）納 涼 会        ホテルモリノ７F「梅の花」 

第１４２５回例会 ９月 １日（金）定例理事会        ホテルモリノ 

 

【開会点鐘】                     青戸 慶太 会長  

【S. A. A】                    鈴木 昭弘 委員 

【 例 会 場 】                                ホテルモリノ 

【 ソ ン グ 】  国歌『君が代』  ロータリーソング『奉仕の理想』

【ゲスト・ビジター紹介】        青戸 慶太 会長  

◆小川湧三 様 川崎鷺沼ロータリークラブ 

◆丸山博子 様 あさお芸術のまちコンサート推進委員会 委員長 

◆桑名仁美 様      同              副委員長 

◆王
おう

 坤
くん

 さん   米山奨学生 

 

 

 

 

 

 

丸山博子様ご挨拶 「〈あさお芸術のまちコンサート〉は、２３

年前の２０００年に麻生区役所のロビーで初めてコンサート

を行いました。誰でも音楽に触れることができ、生の音楽を

通して皆が笑顔あふれる街づくりを目指しています。ご質問

など、いつでもお寄せください。宜しくお願いいたします。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月の誕生日・記念日】        圓城寺広明 親睦委員 

〈会員〉・鈴木眞一会員（１日） ・梶俊夫会員（６日） 

・宇津木茂夫会員（１５日） ・松浦健太郎会員（22日） 

・山上剛史会員（２３日） 

〈奥様〉・鈴木憲治夫人令子様 ・松浦健太郎夫人弓美恵様 

〈結婚記念日〉・中山隆弘会員（24日）  

・圓城寺広明会員（28日） ・松浦健太郎会員（30日）

宇津木茂夫会員コメント 「８月１５日の終戦記念日が誕生

日ですので、お祝いなど貰えない日です。６５歳になり高齢

者の仲間入りとなります。宜しくお願いいたします。」 
 

鈴木昭弘会員より「〈あさお芸術のまちコンサート〉は、川崎

市との契約で負担金が発生しますが、活動資金が不足して

おります。できれば皆様から協賛金を募っておりますので、

どうぞご協力をお願い致します。」 

【第２回理事役員会報告】          青戸慶太 会長 

１．会報作成業務委託契約更新について      

青戸会長より：昨年度より継続で更新        【承認】 

２．柿生中学校ＡＥＤリース満了に伴う対応について 

大野副会長より：買取かリース契約か金額をリサーチの

上 9月理事役員会で決定する。       【継続審議】 

３．八木会員歓迎会について 

青戸会長より：入会された八木会員の歓迎会を 8/25 納

涼会に併せて行う                        【承認】 

 

 

 

 

 
［例会日］第 1・2・3・4金曜日 12：30〜13：30［例会場］ホテルモリノ新百合丘 7F TEL：044-953-5111 

※第 5金曜日 休会  連絡先：川崎麻生ロータリークラブ事務所 TEL：044-951-1322 

第 1422 回 例会記録 2023 年 8 月 4 日（金） S.A.A.委員長 長瀬 敏之 

   
小川湧三 様      丸山博子 様      桑名仁美 様 

    

   
青戸会長より奨学金を受ける米山奨学生 王さん 

今月、記念日を迎える会員 



【会長報告】       青戸慶太 会長 

１．8月のＲI レート １ドル＝１４１円 

２．ガバナー事務所より、 

〇『ロータリーリーダーシップ研究会』 

開催のご案内。 ・今年度はパートⅠ、Ⅱ、Ⅲ全て９月中に開催 

・パートⅠ,Ⅱ それぞれ３日間 19:30～21:30 オンライン（Zoom） 

 パートⅢ 3日間  9:00～16:30  聖光学院（対面開催） 

・ＵＲＬまたはＱＲコードより各自登録 

〇2025年規定審議会『制定案』と 2024年決議審議会『決議案』

の提出ご案内が届いております。    〈地区宛提出期限〉  

２０２５年規定審議会『制定案』 ２０２３年９月２５日（月） 

 ２０２４年決議審議会『決議案』 ２０２４年１月３１日（水） 

３．ロータリー日本財団より、6月 2日送金の年次基金寄付 確

定申告用領収証が届いております。※該当の会員へお渡し済み 

４．川崎西ＲＣより、『第２回会長・幹事会』開催のご案内。 

９月１３日（水） ホテルＡＲＵ ＫＳＰ 18:00～会費 7,000円 

【幹事報告】          中山隆弘 幹事 

★ガバナー事務所より、夏季休暇のお知らせ  

   ２０２３年８月１４日(月)～１６日(水)まで 

★例会変更  ○川崎西北ＲＣ ・8/10㈭休会 

 ・8/17㈭移動例会『納涼家族会』国際文化会館 

 ・8/24㈭通常例会 ・8/31㈭通常例会 ・9/７㈭ガバナー公

式訪問   ○川崎中ＲＣ ○川崎とどろきＲＣ ○横浜あざ

みＲＣ ○川崎幸ＲＣ     

【出席委員会】          鈴木豊成 副委員長 

例会 会員 出席 欠席 修正 出席率 

1422回 26 18 8  69.2％ 

1421回 25 19 6 5 96％ 

1420回 25 18 7 6 96％ 

【各委員会寄付】  

委員会 第 1422回(件数) 合 計 

ニコニコ委員会 15件 ￥15,000 

R財団委員会 ４件 ￥59,100 

米山記念奨学会 2件 ￥15,000 

【ニコニコ委員会 メッセージ】            梅澤馨 委員長 

【お客様】◇小川湧三 様【お世話になります】 

【会員】 ◇青戸慶太会長【あつい】 

◇梶俊夫会員【お祝いの会お世話様になり 

ました。お礼まで】 ◇鈴木憲治会員【暑中 

お見舞い申し上げます。家内に誕生日のお花を有難うござい 

ました ◇山下俊也会員【熱中症気を付けてください】 

◇蓬田忠会員【体に十分気を付けて飲んで下さい】 

◇宇津木茂夫会員 ◇梅澤馨会員 ◇大野勉会員  

◇木村良三会員 ◇佐々木範行会員 ◇志村幸男会員 

◇鈴木昭弘会員 ◇鈴木豊成会員 ◇長瀬敏之会員 

以上、ご協力ありがとうございました。 

【ロータリー財団委員会 メッセージ】    木村良三 委員長 

◇鈴木昭弘会員【暑中お見舞い申し上げます】 

◇宇津木茂夫会員 ◇梅澤馨会員 ◇木村良三会員 

ご協力ありがとうございました。 

【米山記念奨学委員会 メッセージ】      蓬田忠 委員長 

◇鈴木昭弘会員【暑中お見舞い申し上げます】 

◇宇津木茂夫会員 ◇梅澤馨会員 ◇木村良三会員 

ご協力ありがとうございました。 

【クラブ奉仕プロジェクト委員長会議 報告】 

木村良三 社会奉仕委員長 
7月２４日開催 Zoomにて 

職業・社会・国際・青少年 奉仕委員長に 

関わる奉仕プロジェクト会議でした。 

【基本的なこと】 

●基本的方針 ●活動計画の重点的内容 

●新たに取り組む課題 ●継続的実施項目 
 

基礎基本の定義「超我の奉仕」 地元はもとより、世界中の地

域社会において「奉仕＝Service」を通じて人々の生活の質を

向上させる方法を見出す責任があります。 

目標をたて、アチーバブル（達成可能な）プロジェクトを調査、 

計画、実施、そして検証をする。 

バランスのとれた奉仕プロジェクトにし、資金が必要であれば、 

募金活動を計画実施する。 

そのプロジェクトを通じて活動に影響する責任問題（賠償責任 

等も含め）理解をしなければならない。資金の使途や契約書が 

必要な場合は必要に応じて弁護士と相談し、賠償や資金負担 

が発生する場合に供え、行事の後にも保管しておく必要があ 

る、と活動規範に記されています。 
 

奉仕プログラムには インターアクト、ローターアクト、ライラ、

青少年交換、人道的補助金、ポリオ・プラス他 全部で12のプ

ロジェクトがある。 

活動を地域に発信する場合は、ロータリーの証票（ロゴ）を正し

く使用する。必ず、ロゴにはクラブ名を使用する。（川崎麻生ロ

ータリークラブ〇〇プロジェクトや清掃活動など） 

【委員会と委員長指名】 

委員長には、奉仕プロジェクトに対して意欲的であり、かつ地

域社会の社会的経済的要素を把握している人、プロジェクトの

管理に長けている人、特定の奉仕分野に専門的知識がある人、

をバランスよく任命し、可能な限りプロジェクトを継続させるため

にも理想としては３年任期が望ましい。 
 

国際的にロータリークラブを退会する人の約２割が「地域社会

 

 

 

 



への貢献」が思ったよりも活動できなかった、という理由がある。 

会員増強にむけても、 

〇設定した目標が地域社会やクラブ、地区、ロータリーのため

になるという信念がある。 

〇親睦の機会がある。 

〇会員にとってやりがいのある、また会員の専門知識を生かせ

る課題がある。 

〇委員会の目標に向けて費やされる時間や労力に対する感

謝の表明がある。 

これらを、今一度、クラブで見直してみる。新会員になる候補

者を検討する。 

最後に「奉仕の理想」の歴史的考察として、横浜港北RCの桑

原薫会員から、 

米山翁はServiceをカタカナで「サーヴィス」として翻訳したが、

１９３４年の外国語禁止提案により「奉仕」と変えられてしまった。 

日本では「奉仕」とは、和製英語のサービスに値し、それはす

べて「無料」「無償」という意味に捉えられてしまう。それらは、

「働き・営み・勤め」になり、江戸時代には「損得抜きで尽くすに

なりました。つまり「奉仕の心では事業がなりたたず」というわけ

です。 

欧米ではサービスは有償のものであり、無償ではない。 

ロータリーのサーヴィスとは、無償のものではなく、社会奉仕を

通じて「最も奉仕（サーヴィス）するもの、最も多く報いられる」 

His profits most who serves best を理論として、「超我の奉仕」

Service Above Self になり、これを「クラブ会員の任務・職業的任

務・社会的任務」を「奉仕活動」ではなく「倫理活動」としました。 

改めて奉仕活動の捉え方を、今一度再考をしておきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月・９月のプログラム】  宇津木茂夫 プログラム委員長 

〈８月〉 

４日（本日）クラブ奉仕プロジェクト 

委員長会議報告 

１１日 祭日（山の日）につき休会 

１８日 クラブフォーラム（会場：琴平会館） 

２５日 移動例会（納涼会） 

〈９月〉 

１日 ロータリーの友月間につき記事紹介 

８日 米山奨学生 王さんの卓話 

１５日 クラブ米山奨学委員長会議報告（会場：琴平会館） 

２２日 ガバナー公式訪問・クラブ協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【四つのテスト】                     木村 良三 会員  

【 閉 会 点 鐘 】                      青戸 慶太 会長 

【会報委員会】                  碓井 美枝子 委員長  

写真 ： 宇津木 茂夫 副委員長 

 

 

 

 

暑中お見舞い申し上げます


